
様式第１

①　ガス製造・ガス供給事業者の部　（　　件）   （１１２点以上）

事業者の名称 所在地 事業類型
無事故
年数

産業保安監督部長
表彰受賞年度
及び推薦団体

当該事業者の過去の
大臣表彰回数

評　点

②　ガス小売事業者の部　（　　件）  （１０５点以上）

事業者の名称 所在地 事業類型
無事故
年数

産業保安監督部長
表彰受賞年度
及び推薦団体

当該事業者の過去の
大臣表彰回数

評　点

③　ガス工事業者の部　（　　件）    （７７点以上）

工事業者の名称 所在地
無事故
年数

当該事業者の過去の
大臣表彰回数

評　点

年度ガス保安功労者経済産業大臣表彰上申書総括表

（注１）「事業類型」は、一般ガス導管事業、特定ガス導管事業、ガス製造事業、ガス小売事業、旧簡易ガス事業等の別を記載すること。
（注２）「産業保安監督部長表彰」は、ガス保安功労者原子力安全・保安院長表彰、通商産業局長表彰及び経済産業局長表彰を含むものとし、それ
らが分かるように記載すること。
（注３）推薦順に記載すること。
（注４）所在地については、都道府県・市区町村名までを記載する。

産業保安監督部長
表彰受賞年度
及び推薦団体



様式第１

④　個人の部

イ．ガス主任技術者　（　　件）  　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　                                                    　 （８４点以上）

氏　名 所属 所在地 事業類型
ガス主任技術
者経験年数

評 点

ロ．ガス保安関係永年勤続者  （　　件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　　                                                　　 （７４点以上）（７４点以上）

氏　名 所属 所在地 事業類型
ガス保安関係
の勤続年数

産業保安監督部長表
彰受賞年度

及び推薦団体

所属会社の過去の
大臣表彰回数

評 点

産業保安監督部長
表彰受賞年度
及び推薦団体



二．個人の部（実施要領④－二－ａ）（　　件）　　　　                 　　 （１２１点以上）

氏　名 所属 所在地 事業類型
当該ガス事業
者における
勤続年数

産業保安監督部長表
彰受賞年度

及び推薦団体

所属会社の過去の
大臣表彰回数

評 点

二．個人の部（実施要領④－二－ｂ）（　　件）　　　　                 　　 （８６点以上）

氏　名 所属 所在地 事業類型
当該ガス事業
者における
勤続年数

産業保安監督部長表
彰受賞年度

及び推薦団体

所属会社の過去の
大臣表彰回数

評 点

二．個人の部（実施要領④－二－ｃ）（　　件）　　　　                 　　 （７０点以上）

氏　名 所属 所在地 事業類型
所属会社の過去の

大臣表彰回数
評 点

産業保安監督部長表彰受賞年度
及び推薦団体



様式第１

⑤　団体の部

　イ．経年管対策　（　　件）                                                   　　　                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             （７０点以上）

推　薦　者 名称 所在地 代表者名
産業保安監督部長表彰

受賞年度
及び推薦団体

無事故
年数

評 点

　ハ．その他保安の向上に顕著な功績が認められる場合　（　　件）                                                                                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （７０点以上）

推　薦　者 名称 所在地 代表者名
産業保安監督部長表彰

受賞年度
及び推薦団体

無事故
年数

評 点



様式第２ 

年度ガス保安功労者経済産業大臣表彰審査調書 

 

 

（ガス製造・ガス供給事業者の部） 

項   目 記 載 事 項 

名称（ふりがな）  

代表者名 (ふりがな）  

事業所等の長の氏名(ふりがな)  

ガス主任技術者名（ふりがな） （  種） 

（勤続年数） 

事業所等の所在地（ふりがな） 〒 

 

推薦順位  

事業所等の沿革及び事業内容  

会社設立年  

全需要家数（メーター取付数）  

全従業員数（人）  

工場等従業員数（人）  

主要設備の概要  

表彰された経験  

功績  

推薦事由  

その他参考となる事項  

  



（注１）各評価事項について、ガス保安功労者経済産業大臣表彰選考基準に定める「Ａ」から「Ｄ」の評価区分及びその評点を「監督部評点」欄に記入すること。また、評点については合計点も記入すること。 

（注２）「審査会評点」欄は本省用であるため、各監督部では記入しないこと。 

 

評  価  事  項 記   載   欄 監督部評点 審査会評点 備     考 

（１）ガス保安関係法令の遵守状況 

イ．ガス保安関係法令等の整備、活

用状況 

 

 

法令集等の整備状況、活用状況について、簡潔に記載する。 

（単に法令集が揃えられているということだけでなく、どのよう

に活用されているか。） 

   

Ａ：法令集等が揃えられ、他者より活用状況が良い 

Ｂ：法令集等が揃えられ、他者と活用状況が同等 

Ｃ：法令集等が揃えられているが、他者より活用状況が劣る 

Ｄ：法令集等が不備 

 

 

ロ．関係官庁に対する許認可、報告、

届出等の手続きの状況 

 

諸手続きの実施状況（期間、期日の遵守状況等） 

指摘、警告等を受けたことが有る場合、時期及び内容等を記載

する。 

 

   

Ａ：過去１０年以上前に指摘あり又は過去に指摘等無し 

Ｂ：過去８年以上１０年未満に指摘等有り 

Ｃ：過去５年以上８年未満に指摘等有り 

Ｄ：過去５年未満に指摘等有り 

 

 

ハ．ガス保安関係法令の技術上の基

準に適合したガス工作物が設置、

使用されているかどうかの状況 

 

 

指摘、警告等を受けたことがある場合、時期・内容等を記載す

る。 

 

 

   

Ａ：過去１０年以上前に指摘あり又は過去に指摘等無し 

Ｂ：過去８年以上１０年未満に指摘等有り 

Ｃ：過去５年以上８年未満に指摘等有り 

Ｄ：過去５年未満に指摘等有り 

 

（２）事故の発生状況 

ガス関係報告規則第４条第１項

の規定による報告すべき事故（自己

の責任によらないものは除く。）の

発生及びガス事業法以外の違反等

の発生の有無 

 

 

 

① 直近の事故及び違反等の発生から無事故・無違反である年数

（当該ガス事業者がこれまで法令対象となる事故や違反を起

こしたことがない場合は「無事故・無違反」と記載する。） 

② 無事故・無違反でない場合、事故・違反等の概要（（事故の

場合）発生年月日、内容、被害状況等、（違反の場合）違反状

態であった時期、内容、指摘・指導の状況等）を記載する。 

③ 自己の責任によらない事故であって、過去５年間に事故報告

をしたものについては、その事故の概要及び自己の責任によ

らないものであることを示す事実関係を記載する。 

 

   

５年を越える１年につき３点。３０点を上限とする。 

 

 

 

（３）事故の予防及び復旧対策 

イ．災害その他非常の場合の組織規

程の有無 

 

 

① 組織規程の名称 

② 緊急時等における防災管理組織図（別添にて提出可） 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 



 

ロ．復旧、防災訓練の実施状況 

 

 

（市町村等の行う防災訓練等に参加した場合を含めて）最近２年

間における復旧、防災訓練等の実施状況（日時、名称、参加者

数等）を具体的に記載する。 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

 

（４）保守運営体制 

イ．ガス主任技術者の選任状況 

 

 

 

 

① ガス主任技術者の氏名、専任又は兼任の別、主任技術者経験

年数を記載する。 

② （旧簡易ガス事業者の場合）兼任にあっては、ガス主任技術

者が常駐する事業所から地点群までの平均時間、地点群数及び

地点数を記載する。 

 

   

Ａ：適任者の場合 

Ｂ：Ａ又はＣに決め難い場合 

Ｃ：適任者と言い難い者（兼任を多く行っている者、社内の

職制上の地位が低い者、その他適任と認め難い者）の場

合 

 

ロ．保安規程に「保安統括（管理）

者、「保安主任者（ガス主任技術

者若しくはその職務代行者）」及

び「保安係員」の保安管理組織を

定め、かつ、適正に配置されてい

るかどうかの状況 

 

 

保安管理組織図を記載する。 

 

 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等  

Ｃ：他者より劣る 

 

 

ハ．ガス工作物、施設等に対する保

安上の改善の有無 

 

主たる改善事項を簡潔に記載する。 

 

   

Ａ：積極的に数多く行い、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：あまり行われていない 

 

 

（５）保安教育の実施状況 

イ．ガス保安等の従業員教育の実施

状況 

 

 

 

① 定期的に実施している従業員教育の内容及び参加者数 

②（①以外のもので）最近２年間に実施した教育内容、参加者数 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

ロ．社内におけるガス保安関係の委

員会、研究会等の設置及び活動状

況 

 

 

常設する委員会、研究会における最近２年間の検討状況（名称、

開催頻度内容等を記載する。） 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 



 

ハ．社外における保安関係の研究会、

講習会等への参加状況 

 

 

最近２年間に参加した研究会、講習 

会等の名称、テーマ、参加者数を記載する。 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等  

Ｃ：他者より劣る  

Ｄ：行っていない  

 

 

（６）表彰受賞その他 

イ．表彰関係 

 

 

 

 

 

 

ガス保安関係及びその他の表彰受賞の有無 

受賞している場合、表彰の名称・内容・受賞年月日・表彰者等

を記載する。 

 

   

Ａ：ガス保安関係の表彰受賞有り  

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の表彰

は含まない。）  

Ｂ：ガス保安関係以外で表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の表彰

は含まない。） 

Ｃ：上記以外の表彰（自社の表彰等）有り 

Ｄ：無し 

 

 

ロ．その他社会の模範として特筆す

べき事項 

 

 

 

簡潔に記載する。 

 

 

 

 

  

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等  

Ｃ：他者より劣る 

 

評 点 合 計  
合計点を算出す

ること 
  



様式第３ 

年度ガス保安功労者経済産業大臣表彰審査調書 

 

（ガス小売事業者の部） 

項   目 記 載 事 項 

名称（ふりがな）  

代表者名 (ふりがな）  

事業所等の長の氏名  

事業所等の所在地（ふりがな） 〒 

推薦順位  

事業所等の沿革及び事業内容  

全従業員数（人）  

全需要家数  

表彰された経験  

功績  

推薦事由  

その他参考となる事項  

 

 

 



 

（注１）各評価事項について、ガス保安功労者経済産業大臣表彰選考基準に定める「Ａ」から「Ｄ」の評価区分及びその評点を「監督部評点」欄に記入すること。また、評点については合計点も記入

すること。 

（注２）「審査会評点」欄は本省用であるため、各監督部では記入しないこと。 

 

評  価  事  項 記   載   欄 監督部評点 審査会評点 備     考 

 

（１）ガス保安関係法令の遵守状況 

イ．ガス保安関係法令等の整備、活用状況 

 

 

法令集等の整備状況、活用状況について、簡潔に記載

する。 

（単に法令集が揃えられているということだけでなく、

どのように活用されているか。） 

   

Ａ：法令集等が揃えられ、他者より活用状況が良い 

Ｂ：法令集等が揃えられ、他者と活用状況が同等 

Ｃ：法令集等が揃えられているが、他者より活用状況が

劣る 

Ｄ：法令集等が不備 

 

 

ロ．関係官庁に対する登録、報告、届出等

の手続きの状況 

 

諸手続きの実施状況（期間、期日の遵守状況等） 

指摘、警告等を受けたことが有る場合、時期及び内容

等を記載する。 

 

   

Ａ：過去１０年以上前に指摘あり又は過去に指摘等無し 

Ｂ：過去８年以上１０年未満に指摘等有り 

Ｃ：過去５年以上８年未満に指摘等有り 

Ｄ：過去５年未満に指摘等有り 

 

 

（２）事故の発生状況 

ガス関係報告規則第４条第１項の規定

による報告すべき事故（自己の責任によら

ないものは除く。）の発生及びガス事業法

以外の違反等の発生の有無 

 

 

 

① 直近の事故及び違反等の発生から無事故・無違反で

ある年数（当該ガス事業者がこれまで法令対象となる

事故や違反を起こしたことがない場合は「無事故・無

違反」と記載する。） 

② 無事故・無違反でない場合、事故・違反等の概要（（事

故の場合）発生年月日、内容、被害状況等、（違反の

場合）違反状態であった時期、内容、指摘・指導の状

況等）を記載する。 

③ 自己の責任によらない事故であって、過去５年間に

事故報告をしたものについては、その事故の概要及び

自己の責任によらないものであることを示す事実関

係を記載する。 

 

   

５年を越える１年につき１点。１０点を上限とする。 

 

 

 

（３）保安管理体制 

イ．災害その他非常の場合の組織規程の有

無 

 

 

① 組織規程の名称 

② 緊急時等における防災管理組織図（別添にて提出可） 

 

 

 

 

 

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

 



 

ロ．防災訓練の実施状況 

 

 

（市町村や一般ガス導管事業者等が行う防災訓練に参加

した場合を含めて）最近２年間における防災訓練等の

実施状況（日時、名称、参加者数等）を具体的に記載

する。 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

ハ．保安業務規程に基づく、保安業務の的

確な遂行のために必要な保安管理体制

（事業所毎の保安管理組織等）の整備状

況 

 

 

保安管理体制（事業所毎の保安管理組織図等）を記載

する。（別添にて提出） 

 

 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等  

Ｃ：他者より劣る 

 

 

二．ガス保安等の従業員教育の実施状況 

 

 

 

 

 

① 定期的に実施している従業員（業務委託先を含む）

教育の内容及び参加者数 

②（①以外のもので）最近２年間に実施した教育内容、

参加者数 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

 

ホ．社内におけるガス保安関係の委員会、

研究会等の設置及び活動状況 

 

 

常設する委員会、研究会における最近２年間の検討状

況（名称、開催頻度内容等を記載する。） 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

 

へ．社外における保安関係の研究会、講習

会等への参加状況 

 

 

 

 

最近２年間に参加した研究会、講習会等の名称、テー

マ、参加者数を記載する。 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等  

Ｃ：他者より劣る  

Ｄ：行っていない  

 

 

（４）保安業務の実施状況 

イ．ＣＯ中毒事故防止のための自主保安活

動の実施状況 

 

 

 

 

法定項目の内容に加え、以下の項目について、周知

を実施しているか、その取組を具体的に記載する、 

・非安全型機器の取替促進 

・換気励行等、消費機器の安全使用にかかる効果的

な周知等 

・消費機器および給排気設備のメンテナンス 

・業務用換気警報器の設置促進 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等   

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 



 

ロ．ガス漏えいによる爆発又は火災事故を

未然に防止するための自主保安活動の

実施状況 

 

 

法定項目の内容に加え、以下の項目について、周知

を実施しているか、その取組を具体的に記載する、 

・消費機器（業務用を含む）の正しい操作方法・安

全な使用方法 

・ガス栓・接続具の正しい接続方法 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等   

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

 

（５）需要家に対する安全教育・啓発活動の

実施状況 

 

 

需要家に対する周知活動等の実施状況を具体的に記

載する。 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

 

（６）自主保安活動の公表状況 

 

 

 

自主保安活動について、需要家等に対してわかりやす

く公表し、正確な情報を提供しているか、その公表状況

を記載する。 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等   

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

 

（７）表彰受賞その他 

イ．表彰関係 

 

 

ガス保安関係及びその他の表彰受賞の有無 

受賞している場合、表彰の名称・内容・受賞年月日・表

彰者等を記載する。 

 

   

Ａ：ガス保安関係の表彰受賞有り  

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社

の表彰は含まない。）  

Ｂ：ガス保安関係以外で表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社

の表彰は含まない。） 

Ｃ：上記以外の表彰（自社の表彰等）有り 

Ｄ：無し 

 

 

ロ．その他社会の模範として特筆すべき事

項 

 

 

 

簡潔に記載する。 

 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等  

Ｃ：他者より劣る 

 

評 点 合 計  
合計点を算出する

こと 
  



様式第４ 

年度ガス保安功労者経済産業大臣表彰審査調書 

 

（ガス工事業者の部） 

項   目 記 載 事 項 

名称（ふりがな）  

代表者名 (ふりがな）  

事業所等の長の氏名(ふりがな)  

事業所等の所在地（ふりがな） 〒 

 

推薦順位  

事業所等の沿革及び事業内容  

従業員数  

年間ガス工事量                 （千円） 

表彰された経験  

功績  

推薦事由  

その他参考となるべき事項  

  

 

 

 



（注１）各評価事項について、ガス保安功労者経済産業大臣表彰選考基準に定める「Ａ」から「Ｄ」の評価区分及びその評点を「監督部評点」欄に記入すること。また、評点については合計点も記入

すること。 

（注２）「審査会評点」欄は本省用であるため、各監督部では記入しないこと。 

 

評  価  事  項 記   載   欄 監督部評点 審査会評点 備     考 

 

（１）事故の発生状況 

施工したガス工事に関し、ガス関

係報告規則第４条第１項の規定に

よる報告すべき事故（当該ガス工事

業者の責任によらないものは除

く。）の発生及びガス事業法以外の

違反等の発生の有無 

 

 

 

 

① 直近の事故及び違反等の発生から無事故・無違反である年

数（当該ガス工事事業者がこれまで法令対象となる事故や違

反を起こしたことがない場合は「無事故・無違反」と記載す

る。） 

② 無事故・無違反でない場合、事故・違反等の概要（（事故

の場合）発生年月日、内容、被害状況等、（違反の場合）違

反状態であった時期、内容、指摘・指導の状況等）を記載す

る。 

③ 自己の責任によらない事故であって、過去５年間に事故報

告をしたものについては、その事故の概要及び自己の責任に

よらないものであることを示す事実関係を記載するｚ。 

 

   

 

５年を越える１年につき３点。３０点を上限とする。 

 

 

（２）危険発生の防止措置 

イ．測定器、安全防護具、工具等の

整備状況 

 

 

常備する機器等のうち、主たるものを記載する。 

   

 

Ａ．他者より良い 

Ｂ．他者と同等 

Ｃ．他者より劣る 

Ｄ．非常に悪い 

 

 

ロ．事故発生に備えての適確な対応

策及び関係者に対する連絡体制

等の組織規程の有無 

 

次の事項につき記載する。 

① 連絡体制図 

② 組織規程の名称 

（別添にて提出可） 

   

Ａ．他者より良い 

Ｂ．他者と同等 

Ｃ．他者より劣る 

Ｄ．非常に悪い  

 

 

ハ．復旧、防災訓練の実施状況 

 

（市町村等の行う防災訓練等に参加した場合を含めて）最近２年

間における復旧、防災訓練等の実施状況（日時、名称、参加者

数等）を具体的に記載する。 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

     



ニ．ガス設備工事技術及びガス保安

等の従業員教育の実施状況 

 

① 定期的に実施している従業員教育の内容及び参加者数  

②（①以外のもので）最近２年間に実施した教育内容、参加者

数         

 

  Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない  

 

 

 

ホ．社内におけるガス設備工事技術

関係の委員会、研究会等の設置及

び活動状況 

 

 

常設する委員会、研究会における最近２年間の検討状況（名称、

開催頻度内容等を記載する。） 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

 

ヘ．社外におけるガス設備工事技術

関係の研究会、講習会等への参加

状況 

 

 

最近２年間に参加した研究会、講習会等の名称、テーマ、参

加者数を記載する。 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない  

 

 

（３）表彰受賞その他 

イ．表彰関係 

 

 

 

ガス保安関係及びその他の表彰受賞の有無 

受賞している場合、表彰の名称・内容・受賞年月日・表彰者

等を記載する。 

 

   

Ａ：ガス保安関係の表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社

の表彰は含まない。） 

Ｂ：ガス保安関係以外で表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社

の表彰は含まない。） 

Ｃ：上記以外の表彰（自社の表彰等）有り 

Ｄ：無し 

 

 

ロ．その他社会の模範として特筆す

べき事項 

 

 

簡潔に記載する。 

 

   

Ａ：他者より良い  

Ｂ：他者と同等  

Ｃ：他者より劣る  

 

評 点 合 計  
合計点を算出する

こと 
  



様式第５ 

 年度ガス保安功労者経済産業大臣表彰審査調書 

 

（個人の部（ガス主任技術者）） 

項   目 記 載 事 項 

氏名（ふりがな）  

生年月日・性別  

本籍地（ふりがな） （都道府県名） 

現住所（ふりがな） 〒 

 

推薦順位  

職業 （役職名も記入） 

所属事業所又は勤務場所  

経 

験 

ガス主任技術者免状の取得年月日  

賞罰  

その他の経歴  

功績  

推薦事由  

その他参考となるべき事項  

   



（注１）各評価事項について、ガス保安功労者経済産業大臣表彰選考基準に定める「Ａ」から「Ｄ」の評価区分及びその評点を「監督部評点」欄に記入すること。また、評点については合計点も記入

すること。 

（注２）「審査会評点」欄は本省用であるため、各監督部では記入しないこと。 

 

評  価  事  項 記   載   欄 監督部評点 審査会評点 備     考 

 

①ガス主任技術者選任年数 

ガス主任技術者として選任された年数 

 

 

通算した選任年数及び職務に従事した経歴を簡潔に

記載する。 

   

１年につき３点。４５点を上限とする。 

 

 

②ガス保安の確保に関する貢献 

イ．ガス主任技術者として従事した工場等

において、当該従事期間のガス関係報告

規則第４条第１項の規定による報告すべ

き事故の発生及びガス事業法以外の違反

等の発生の有無（当該ガス主任技術者の

責任によらないものは除く。ただし、役

員等の責任的立場の場合は対象とする。） 

 

 

① 直近の事故及び違反等の発生から無事故・無違反

である年数（当該ガス事業者がこれまで法令対象と

なる事故や違反を起こしたことがない場合は「無事

故・無違反」と記載する。） 

② 無事故・無違反でない場合、事故・違反等の概要

（（事故の場合）発生年月日、内容、被害状況等、（違

反の場合）違反状態であった時期、内容、指摘・指導

の状況等）を記載する。 

③ 自己の責任によらない事故であって、過去１０年

間に事故報告をしたものについては、その事故の概

要及び自己の責任によらないものであることを示す

事実関係を記載する。 

 

   

※事故について（人損の場合）もしくは(物損の場合)のいず

れかを評点とする。（上限は１０点） 

（人損の場合） 

Ａ：無事故・無違反 

Ｂ：過去１０年以上前に事故・違反有り 

Ｃ：過去５年以上１０年未満に事故・違反有り 

Ｄ：過去５年未満に事故・違反有り 

 

（物損の場合） 

Ａ：無事故・無違反 

Ｂ：過去１０年以上前に事故・違反有り 

Ｃ：過去５年以上１０年未満に事故・違反有り 

Ｄ：過去３年以上５年未満に事故・違反有り 

Ｅ：過去３年未満に事故・違反有り 

 

 

ロ．ガス主任技術者以外で、ガス保安関係の

職務に従事した工場等においてガス関係

報告規則第４条第１項の規定による報告

すべき事故の発生及びガス事業法以外の

違反等の発生の有無（当該ガス主任技術者

の責任によらないものは除く。ただし、役

員等の責任的立場の場合は対象とする。） 

 

① 直近の事故及び違反等の発生から無事故・無違反

である年数（当該ガス事業者がこれまで法令対象と

なる事故や違反を起こしたことがない場合は「無事

故・無違反」と記載する。） 

② 無事故・無違反でない場合、事故・違反等の概要

（（事故の場合）発生年月日、内容、被害状況等、（違

反の場合）違反状態であった時期、内容、指摘・指導

の状況等）を記載する。 

③ 自己の責任によらない事故であって、過去１０年

間に事故報告をしたものについては、その事故の概

要及び自己の責任によらないものであることを示す

事実関係を記載する。 

 

   

（ ガ ス 主 任 技 術 者 と し て 従 事 し た 期 間 除 く ）  

無事故である期間を 1年 1点とし、上限 5点を加算する。 

 

 

     



ハ．ガス保安に関する改善、研究、考案、

発明等の有無 

 

時期、内容、意義等を記載する。 

 

  Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：無し 

 

 

③保安教育に関する貢献 

イ．ガス保安等の従業員教育の講師として

実績の有無 

 

 

実績を記載する。 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：実績無し 

 

 

ロ．社内におけるガス保安関係の委員会、

研究会の委員としての実績の有無 

 

 

実績を記載する。 

   

Ａ：実績も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等  

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：実績無し 

 

 

ハ．その他ガス保安の技術又は知識の向上

に特筆すべき功績の有無 

 

実績を記載する。 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：功績無し 

 

 

④表彰受賞その他 

イ．表彰関係 

 

 

ガス保安関係及びその他の表彰受賞の有無 

受賞している場合、表彰の名称・内容・受賞年月日・

表彰者等を記載する。 

   

Ａ：ガス保安関係の表彰受賞有り  

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の

表彰は含まない。） 

Ｂ：ガス保安関係以外で表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の

表彰は含まない。） 

Ｃ：上記以外の表彰（自社の表彰等）有り  

Ｄ：無し  

 

 

ロ．その他会社の模範として特筆すべき事

項 

 

 

簡潔に記載する。 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

 

評 点 合 計  
合計点を算出する

こと 
  



様式第６ 

平成 年度ガス保安功労者経済産業大臣表彰審査調書 

 

（個人の部（ガス保安関係永年勤続者）） 

項   目 記 載 事 項 

氏名（ふりがな）  

生年月日・性別  

本籍地（ふりがな） （都道府県名） 

現住所（ふりがな） 〒 

 

推薦順位  

職業 （役職名も記入） 

所属事業所又は勤務場所  

経 

験 

ガス主任技術者免状の有無 （有の場合は種類及び取得年月日） 

賞罰  

その他の経歴  

功績  

推薦事由  

その他参考となるべき事項  

  

 

 

 



（注１）各評価事項について、ガス保安功労者経済産業大臣表彰選考基準に定める「Ａ」から「Ｄ」の評価区分及びその評点を「監督部評点」欄に記入すること。また、評点については合計点も記入

すること。 

（注２）「審査会評点」欄は本省用であるため、各監督部では記入しないこと。 

 

評  価  事  項 記   載   欄 監督部評点 審査会評点 備     考 

 

①ガス保安関係の勤続年数 

ガス保安関係の職務に従事した年数 

 

 

通算した従事年数及び職務に従事した経歴を簡潔に

記載する。 

   

１年につき１点。４０点を上限とする。 

 

②ガス保安の確保に関する貢献 

イ．ガス保安関係の職務に従事した工場等

において、当該従事期間のガス関係報告

規則第４条第１項の規定による報告すべ

き事故の発生及びガス事業法以外の違反

等の発生の有無（自己の責任によらない

ものは除く。ただし、役員等の責任的立場

の場合は対象とする。） 

 

 

① 直近の事故及び違反等の発生から無事故・無違反

である年数（当該ガス事業者がこれまで法令対象と

なる事故や違反を起こしたことがない場合は「無事

故・無違反」と記載する。） 

② 無事故・無違反でない場合、事故・違反等の概要

（（事故の場合）発生年月日、内容、被害状況等、（違

反の場合）違反状態であった時期、内容、指摘・指導

の状況等）を記載する。 

③ 自己の責任によらない事故であって、過去１０年

間に事故報告をしたものについては、その事故の概

要及び自己の責任によらないものであることを示す

事実関係を記載する。 

 

   

※事故について（人損の場合）もしくは(物損の場合)のいず

れかを評点とする。（上限は１０点） 

（人損の場合） 

Ａ：無事故・無違反 

Ｂ：過去１０年以上前に事故・違反有り 

Ｃ：過去５年以上１０年未満に事故・違反有り 

Ｄ：過去５年未満に事故・違反有り 

 

（物損の場合） 

Ａ：無事故・無違反 

Ｂ：過去１０年以上前に事故・違反有り 

Ｃ：過去５年以上１０年未満に事故・違反有り 

Ｄ：過去３年以上５年未満に事故・違反有り 

Ｅ：過去３年未満に事故・違反有り 

 

 

ロ．ガス保安に関する改善、研究、考案、

発明等の有無 

 

 

時期、内容、意義等を記載する。 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等   

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：実績無し 

 

 

ハ．ガス保安等の従業員教育の講師として

の実績の有無 

 

 

実績を記載する。 

   

Ａ：実績も多く、他者より良い  

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：実績無し 

 

 

ニ．官公庁又は団体等のガス保安関係の委

員会の委員としての実績の有無 

 

 

実績を記載する。 

 

   

Ａ：実績も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 



 Ｄ：実績無し 

 

 

ホ．その他ガス保安の技術又は知識の向上

に特筆すべき功績の有無 

 

 

実績を記載する。 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：実績無し 

 

 

③表彰受賞その他 

イ．表彰関係 

 

 

ガス保安関係及びその他の表彰受賞の有無 

受賞している場合、表彰の名称・内容・受賞年月日・

表彰者等を記載する。 

 

   

Ａ：ガス保安関係の表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の表

彰は含まない。） 

Ｂ：ガス保安関係以外で表彰受賞有り    

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の表

彰は含まない。） 

Ｃ：上記以外の表彰（自社の表彰等）有り 

Ｄ：無し 

 

 

ロ．その他社会の模範として特筆すべき事

項 

 

 

簡潔に記載する。 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等   

Ｃ：他者より劣る 

評 点 合 計  
合計点を算出す

ること 
  

 

 

 



様式第７ 

年度ガス保安功労者経済産業大臣表彰審査調書 

 

（個人の部（実施要領④-二-ａ）） 

項   目 記 載 事 項 

氏名（ふりがな）  

生年月日・性別  

本籍地（ふりがな） （都道府県名） 

現住所（ふりがな） 〒 

 

推薦順位  

職業 （役職名も記入） 

所属事業所又は勤務場所  

経 

験 

ガス主任技術者免状の有無 （有の場合は種類及び取得年月日） 

賞罰  

その他の経歴  

功績  

推薦事由  

その他参考となるべき事項  

   



（注１）各評価事項について、ガス保安功労者経済産業大臣表彰選考基準に定める「Ａ」から「Ｄ」の評価区分及びその評点を「監督部評点」欄に記入すること。また、評点については合計点も記入

すること。 

（注２）「審査会評点」欄は本省用であるため、各監督部では記入しないこと。 

 

評  価  事  項 記   載   欄 監督部評点 審査会評点 備     考 

 

①勤続年数 

 当該ガス事業者における勤続年数 

 

 

通算した勤続年数及び経歴を簡潔に記載する。 

   

１年につき３点。４５点を上限とする。 

 

②事業者内部での取組状況 

イ．保安に係る資格取得者数向上のための取

組状況 

 

ガス主任技術者等の資格者数等について記載する。 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

 

ロ．警報器の設置促進等需要家保安への取

組状況 

   

 

以下の点等につき簡潔に記載する。 

・良質なガス燃料への転換状況等 

・ガス漏れ警報器の設置状況 

・広報活動の充実 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

 

ハ．経年管対策への取組状況 

 

以下の点等につき簡潔に記載する。 

・計画的な取組状況 

・事業資金の充当状況 

（「団体の部（経年管対策）」の審査項目と同様の内

容について取組状況を評価する。） 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

 

 

二．ガス保安等の従業員教育の実施状況 

 

① 定期的に実施している従業員教育の内容及び参加

者数 

②（①以外のもので）最近２年間に実施した教育内容、

参加者数 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

ホ．社内におけるガス保安関係の委員会、

研究会等の設置及び活動状況 

 

常設する委員会、研究会における最近２年間の検討

状況（名称、開催頻度内容等を記載する。） 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等  

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない  

 

     



へ．ガス保安関係法令の遵守状況 

  

 

法令集等の整備状況、活用状況について、簡潔に記

載する。 

（単に法令集が揃えられているということだけでな

く、どのように活用されているか。） 

 

 

 

 

 

 

Ａ：法令集等が揃えられ、他者より活用状況が良い 

Ｂ：法令集等が揃えられ、他者と活用状況が同等 

Ｃ：法令集等が揃えられているが、他者より活用状況が

劣る 

Ｄ：法令集等が不備 

 

 

ト．ガス関係報告規則第４条第１項の規定

による報告すべき事故の発生及びガス

事業法以外の違反等の発生の有無（自己

の責任によらないものは除く。ただし、

役員等の責任的立場の場合は対象とす

る。） 

 

① 直近の事故及び違反等の発生から無事故・無違反

である年数（当該ガス事業者がこれまで法令対象と

なる事故や違反を起こしたことがない場合は「無事

故・無違反」と記載する。） 

② 無事故・無違反でない場合、事故・違反等の概要

（（事故の場合）発生年月日、内容、被害状況等、

（違反の場合）違反状態であった時期、内容、指摘・

指導の状況等）を記載する。 

③自己の責任によらない事故であって、過去１０年間

に事故報告をしたものについては、その事故の概要

及び自己の責任によらないものであることを示す

事実関係を記載する。 

 

   

※事故について（人損の場合）もしくは(物損の場合)のい

ずれかを評点とする。（上限は１０点） 

（人損の場合） 

Ａ：無事故・無違反 

Ｂ：過去１０年以上前に事故・違反有り 

Ｃ：過去５年以上１０年未満に事故・違反有り 

Ｄ：過去５年未満に事故・違反有り 

 

（物損の場合） 

Ａ：無事故・無違反 

Ｂ：過去１０年以上前に事故・違反有り 

Ｃ：過去５年以上１０年未満に事故・違反有り 

Ｄ：過去３年以上５年未満に事故・違反有り 

Ｅ：過去３年未満に事故・違反有り 

 

 

③事業者外部での取組状況 

イ．社外における保安関係の研究会等への

参加状況 

 

 

最近２年間に参加した研究会、講習会等の名称、

テーマ、参加者数を記載する。 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等              

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

 

ロ．他の事業者の模範となるような取組の

紹介実績 

 

 

 具体的な紹介実績を記載する。 

 

   

Ａ：回数も多く、内容も良い 

Ｂ：他者と同等              

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：実績無し 

 

 

ハ．表彰関係 

 

ガス保安関係及びその他の表彰受賞の有無 

受賞している場合、表彰の名称・内容・受賞年月日・

表彰者等を記載する。 

   

Ａ：ガス保安関係の表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社

の表彰は含まない。） 

Ｂ：ガス保安関係以外で表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社

の表彰は含まない。） 

Ｃ：上記以外の表彰（自社の表彰等）有り 

    



Ｄ：無し 

 

 

二．その他社会の模範として特筆すべき事

項 

 

 

簡潔に記載する。 

 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等   

Ｃ：他者より劣る 

 

評 点 合 計  
合計点を算出す

ること 
  



様式第８ 

年度ガス保安功労者経済産業大臣表彰審査調書 

 

（個人の部（実施要領④-二-ｂ）） 

項   目 記 載 事 項 

氏名（ふりがな）  

生年月日・性別  

本籍地（ふりがな） （都道府県名） 

現住所（ふりがな） 〒 

 

推薦順位  

職業 （役職名も記入） 

所属事業所又は勤務場所  

経 

験 

ガス主任技術者免状の有無 （有の場合は種類及び取得年月日） 

 

一般財団法人日本ガス機器検査協会が行う保

安業務監督者資格講習課程の修了の有無 

（講習修了年月日） 

 

その他（上記以外の場合は、同等以上の知識及

び技能の内容） 

（選任年月日） 

賞罰  

その他の経歴  

功績  

推薦事由  

その他参考となるべき事項  

 

 

 

 

 



（注１）各評価事項について、ガス保安功労者経済産業大臣表彰選考基準に定める「Ａ」から「Ｄ」の評価区分及びその評点を「監督部評点」欄に記入すること。また、評点については合計点も記入

すること。 

（注２）「審査会評点」欄は本省用であるため、各監督部では記入しないこと。 

 

評  価  事  項 記   載   欄 監督部評点 審査会評点 備     考 

 

①勤続年数 

 当該ガス事業者における勤続年数 

 

 

 

通算した勤続年数及び経歴を簡潔に記載する。 

   

１年につき３点。４５点を上限とする。 

 

 

②事業者内部での取組状況 

イ．保安業務に従事する者に対する教育及び

訓練の実施状況 

 

 

実績を記載する。 

 

 

   

Ａ：実績も多く、他者より良い  

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：実績無し 

 

 

ロ．ガス保安に関する改善、研究、考案、発

明等の有無 

 

 

時期、内容、意義等を記載する。 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等   

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：実績無し 

 

 

ハ．官公庁又は団体等のガス保安関係の委

員会の委員としての実績の有無 

 

 

 

実績を記載する。 

 

   

Ａ：実績も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：実績無し 

 

 

二．その他ガス保安の技術又は知識の向上

に特筆すべき功績の有無 

 

 

実績を記載する。 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：実績無し 

 

 

ホ．ガス関係報告規則第４条第１項の規定

による報告すべき事故の発生及びガス事

業法以外の違反等の発生の有無（自己の

責任によらないものは除く。ただし、役員

等の責任的立場の場合は対象とする。） 

 

① 直近の事故及び違反等の発生から無事故・無違反

である年数（当該ガス事業者がこれまで法令対象と

なる事故や違反を起こしたことがない場合は「無事

故・無違反」と記載する。） 

② 無事故・無違反でない場合、事故・違反等の概要

（（事故の場合）発生年月日、内容、被害状況等、（違

反の場合）違反状態であった時期、内容、指摘・指導

   

※事故について（人損の場合）もしくは(物損の場合)のいず

れかを評点とする。（上限は１０点） 

（人損の場合） 

Ａ：無事故・無違反 

Ｂ：過去１０年以上前に事故・違反有り 

Ｃ：過去５年以上１０年未満に事故・違反有り 

Ｄ：過去５年未満に事故・違反有り 



の状況等）を記載する。 

③自己の責任によらない事故であって、過去１０年間

に事故報告をしたものについては、その事故の概要

及び自己の責任によらないものであることを示す事

実関係を記載する。 

 

 

（物損の場合） 

Ａ：無事故・無違反 

Ｂ：過去１０年以上前に事故・違反有り 

Ｃ：過去５年以上１０年未満に事故・違反有り 

Ｄ：過去３年以上５年未満に事故・違反有り 

Ｅ：過去３年未満に事故・違反有り 

 

 

③事業者外部での取組状況 

イ．社外における保安関係の研究会等への

参加状況 

 

 

最近２年間に参加した研究会、講習会等の名称、

テーマ、参加者数を記載する。 

 

   

Ａ：回数も多く、他者より良い 

Ｂ：他者と同等              

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：行っていない 

 

 

ロ．他の事業者の模範となるような取組の

紹介実績 

 

 

 具体的な紹介実績を記載する。 

 

   

Ａ：回数も多く、内容も良い 

Ｂ：他者と同等              

Ｃ：他者より劣る 

Ｄ：実績無し 

 

 

ハ．表彰関係 

 

ガス保安関係及びその他の表彰受賞の有無 

受賞している場合、表彰の名称・内容・受賞年月日・

表彰者等を記載する。 

   

Ａ：ガス保安関係の表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の表彰

は含まない。） 

Ｂ：ガス保安関係以外で表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の表彰

は含まない。） 

Ｃ：上記以外の表彰（自社の表彰等）有り 

Ｄ：無し 

 

評 点 合 計  
合計点を算出す

ること 
  

 

 



様式第９ 

年度ガス保安功労者経済産業大臣表彰審査調書 

 

（個人の部（実施要領④－二－ｃ）） 

項   目 記 載 事 項 

氏名（ふりがな）  

生年月日・性別  

本籍地（ふりがな） （都道府県名） 

現住所（ふりがな） 〒 

 

推薦順位  

職業 （役職名も記入） 

所属事業所又は勤務場所  

経 

験 

ガス主任技術者免状の有無 （有の場合は種類及び取得年月日） 

賞罰  

その他の経歴  

功績  

推薦事由  

その他参考となるべき事項  

   



 

（注１）各評価事項について、ガス保安功労者経済産業大臣表彰選考基準に定める「Ａ」から「Ｄ」の評価区分及びその評点を「監督部評点」欄に記入すること。また、評点については合計点も記入

すること。 

（注２）「審査会評点」欄は本省用であるため、各監督部では記入しないこと。 

 

評  価  事  項 記   載   欄 監督部評点 審査会評点 備     考 

 

保安確保の推進等 

イ．保安の向上を促進する機器・装置・情報

通信技術等の研究開発、考案、発明若しく

は普及活動での顕著な功績又は保安確保

の改善若しくは研究で顕著な功績の有無 

 

 

時期、内容、意義等を記載する。 

 

 

 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等 

Ｃ：他者より劣る 

 

 

ロ．国または関係団体などが主催するガス

保安に係る委員会に着任の有無 

（国若しくは団体等の委員会にて１回以

上の委員長を経験し、かつ、委員長として

着任している委員会が終了しているこ

と。また、自らが所属する団体が主催する

委員会は含まない） 

 

 

着任していた又は着任している委員会の名称、期間等を

記載する。 

 

   

（学識者の場合） 

Ａ：４委員以上 

Ｂ：２～３委員 

Ｃ：１委員 

 

（学識者以外の者の場合） 

Ａ：１０年以上 

Ｂ：７～９年 

Ｃ：６年以下  

 

評 点 合 計  
合計点を算出す

ること 
  



様式第１０ 

年度ガス保安功労者経済産業大臣表彰審査調書 

 

 

（団体の部（イ．経年管対策）） 

項   目 記 載 事 項 

団体名（ふりがな）  

代表者名（ふりがな）  

団体構成員及びその概要  

団体の所在地（ふりがな） 〒 

 

推薦順位  

団体の沿革、目的及び事業内容  

表彰された経験  

功績  

推薦事由  

その他参考となるべき事項  

   

 



（注１）各評価事項について、ガス保安功労者経済産業大臣表彰選考基準に定める「Ａ」から「Ｄ」の評価区分及びその評点を「監督部評点」欄に記入すること。また、評点については合計点も記入

すること。 

（注２）「審査会評点」欄は本省用であるため、各監督部では記入しないこと。 

 

評  価  事  項 記   載   欄 監督部評点 審査会評点 備     考 

 

①事故の発生状況 

ガス関係報告規則第４条第１項の規定

による報告すべき事故（当該団体の責任に

よらないものは除く。）の発生及びガス事

業法以外の違反等の発生の有無 

 

 

 

① 直近の事故及び違反等の発生から無事故・無違反

である年数（当該ガス事業者がこれまで法令対象と

なる事故や違反を起こしたことがない場合は「無事

故・無違反」と記載する。） 

② 無事故・無違反でない場合、事故・違反等の概要

（（事故の場合）発生年月日、内容、被害状況等、

（違反の場合）違反状態であった時期、内容、指摘・

指導の状況等）を記載する。 

③ 自己の責任によらない事故であって、過去５年間

に事故報告をしたものについては、その事故の概要

及び自己の責任によらないものであることを示す

事実関係を記載する。 

 

   

Ａ：無事故・無違反 

Ｂ：過去５年以上に事故・違反等有り 

Ｃ：過去３年以上５年未満に事故・違反等有り 

Ｄ：過去３年未満に事故・違反等有り 

 

 

②保安確保の推進等 

イ．経年管対策への取組状況 

対策の対象となる経年管についての

現状把握、対策遂行の具体的指針となる

長期計画 

 

 

 

① 対象の経年管を把握しているか。 

② 管の腐食状況・埋設環境・施設の公共性等を踏ま

え、優先順位を設定しているか。 

③ 長期計画を策定しているか。 

④ 対策のための要員等、実施体制が整備されている

か。 

 

  

 

 

 

Ａ：４項目すべて完了 

Ｂ：完了が４項目中３項目 

Ｃ：完了が４項目中２項目 

Ｄ：完了が４項目中１項目以下 

 

 

ロ．未対策経年管の削減率 

 

 

 

平成２１年度末時点における未対策経年管本数に

対する平成２１年度末時点から最新年度末時点まで

に削減した未対策経年管本数の割合（％） 

 

 

 

 

 

 削減率                           

（他者との比較において大きい方が上位） 

Ａ：１位から３位まで  

Ｂ：４位から６位まで  

Ｃ：７位以下 

 

 

ハ．未対策経年管の残存率 

 

 

平成２１年度末時点において管理したすべての

灯外内管本数に対する最新年度末時点における未

対策経年管本数の割合（％） 

 

   

残存率 

（他者との比較において小さい方が上位） 

Ａ：１位から３位 

Ｂ：４位から６位まで 



Ｃ：７位以下 

 

 

ニ．その他特筆すべき事項 

 

 

① 学校、病院、公営建物等保安上重要な建物や集合

住宅、一戸建て住宅等の需要家への改修願いの頻

度 

② 個別折衝内容（取組のためのＰＲ等）、改修対策

の向上 

③ 補助金（経年埋設内管対策費補助事業（平成１５

～２１年度）、ガス導管劣化検査等支援事業（平成

２２年度～２７年度）及びガス導管経年劣化緊急

対策事業（平成２５年度補正予算））を活用し、経

年埋設内管の取替え促進に貢献 

④ その他 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等   

Ｃ：他者より劣る 

 

 

③表彰受賞その他 

 

 

ガス保安関係及びその他の表彰受賞の有無  

受賞している場合、表彰の名称・内容・受賞年月日・

表彰者等を記載する。 

 

   

Ａ：ガス保安関係の表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の

表彰は含まない。） 

Ｂ：ガス保安関係以外で表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の

表彰は含まない。） 

Ｃ：Ａ、Ｂ以外 

 

評 点 合 計  
合計点を算出

すること 
  

 

 



様式第１１ 

年度ガス保安功労者経済産業大臣表彰審査調書 

 

（団体の部（その他保安の向上に顕著な功績が認められる場合）） 

項   目 記 載 事 項 

団体名（ふりがな）  

代表者名（ふりがな）  

団体構成員及びその概要  

団体の所在地（ふりがな） 〒 

 

推薦順位  

団体の沿革、目的及び事業内容  

表彰された経験  

功績  

推薦事由  

その他参考となるべき事項  

   



（注１）各評価事項について、ガス保安功労者経済産業大臣表彰選考基準に定める「Ａ」から「Ｄ」の評価区分及びその評点を「監督部評点」欄に記入すること。また、評点については合計点も記

入すること。 

（注２）「審査会評点」欄は本省用であるため、各監督部では記入しないこと。 

 

評  価  事  項 記   載   欄 監督部評点 審査会評点 備     考 

 

イ．事故の発生状況 

ガス関係報告規則第４条第１項の規定に

よる報告すべき事故（当該団体の責任によら

ないものは除く。）の発生及びガス事業法以

外の違反等の発生の有無 

 

 

 

① 直近の事故及び違反等の発生から無事故・無違反

である年数（当該ガス事業者がこれまで法令対象と

なる事故や違反を起こしたことがない場合は「無事

故・無違反」と記載する。） 

② 無事故・無違反でない場合、事故・違反等の概要

（（事故の場合）発生年月日、内容、被害状況等、

（違反の場合）違反状態であった時期、内容、指摘・

指導の状況等）を記載する。 

③ 自己の責任によらない事故であって、過去５年間

に事故報告をしたものについては、その事故の概要

及び自己の責任によらないものであることを示す

事実関係を記載する。 

 

   

Ａ：無事故・無違反 

Ｂ：過去５年以上に事故・違反無し 

Ｃ：過去３年以上５年未満に事故・違反無し 

Ｄ：過去３年未満に事故・違反有り 

 

 

ロ．保安確保の推進等 

保安の向上を促進する機器・装置・情報通

信技術等の研究開発、考案、発明若しくは普

及活動における顕著な功績又は保安確保の

改善若しくは研究における顕著な功績の有

無 

 

 

実績の記載 

 

 

 

 

   

Ａ：他者より良い 

Ｂ：他者と同等   

Ｃ：他者より劣る 

 

 

ハ．表彰受賞その他 

  

 

 

ガス保安関係及びその他の表彰受賞の有無 

受賞している場合、表彰の名称・内容・受賞年月日・

表彰者等を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：ガス保安関係の表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の

表彰は含まない。） 

Ｂ：ガス保安関係以外で表彰受賞有り 

（ガス協会等の民間団体の表彰も含む。ただし、自社の

表彰は含まない。） 

Ｃ：Ａ、Ｂ以外 

 

評 点 合 計 

 
合計点を算出す

ること 

  




